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2章　3節　国民国家と明治維新 イギリスにはいわゆる憲法は存在せず，「マグナ・カルタ（大憲章）」など
さまざまな歴史的法律や判

はん

例
れい

などが憲法とみなされているよ。

立憲制このページの
キーワード
このページの
キーワード
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これからは，「憲法」が必要だ
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19世紀に広がった立憲制には，どのような類
るい

似
じ

点
と相

そう

違
い

点があったのだろうか。立
り っ

憲
け ん

制の広まり

1プロイセン憲法（1850年）

4「憲法発布式」　大日本帝国憲法は天
皇から黒田首相に手わたされた。

二つの憲法の条文を比べてみ
よう。類

るい

似
じ

点と相
そう

違
い

点はどこ
だろうか。

よみとり

第30条
１） すべてのプロイセン
人は，刑法に違反しな
い目的のために，結

けっ
社
しゃ

を結成する権利を有
する。

２） 法律は，特に公共の安
全の維

い
持
じ
のために，本

条および前条によっ
て保障される権利の
行使を規制する。

第46条　国王は軍の最高
指揮権をとる。

第62条　立法権は，国王と
二つの議院によって共
同して行使される。

3大日本帝国憲法（1889年）

第5条　天皇ハ帝国議会ノ協
きょう
賛
さん
ヲ以

もっ
テ立法権ヲ行フ

第11条　天皇ハ陸海軍ヲ統
とう
帥
すい＊1ス

第29条 　日本臣
しん
民
みん
ハ法律ノ範囲内ニ於

おい
テ言論著作印

いん
行
こう＊2集

会及
および
結社ノ自由ヲ有ス

2ドイツ帝国会議

＊1　 統率・指揮すること。　＊2　印刷して発行すること。

62

立憲制の定着と
新しい立憲制国家

ヨーロッパでは，1848年以降，立憲制の

導入やナショナリズムによる国家形成の動

きを強め，支配者もこれを無視することはできなくなった。

　プロイセンでは，1848年革命が挫
ざ

折
せつ

するなかで，君主権が強い型

の憲法が制定された。その後，プロイセンは，軍事力と経済成長を

背
はい

景
けい

に，ドイツの統一に向けて主
しゅ

導
どう

権をにぎり，宰
さい

相
しょう

ビスマルクの

もとで第二帝
てい

政
せい

下のフランスとの戦争に勝利した。この戦勝のなか

で，1871年，ドイツ帝国が成立した。

　イタリアのナショナリズムも，立憲君主制を導入したサルディニ

ア王国が主導するようになり，1861年にはイタリア統一が実現した。

　一方，戦争に敗れたフランスでは，ドイツとの講和に反発したパ

リの民衆が蜂
ほう

起
き

してパリ・コミューンとよばれる政権を一時的に樹
じゅ

立
りつ

した。これは短期間で鎮
ちん

圧
あつ

されたものの，次第に共和制が定着し

た（第三共
きょう

和
わ

政
せい

）。この時期には，イギリスでは自由党と保守党によ

る二大政党制が発展し，両党が交代しながら政権を担当した。その

なかで選挙権も拡大され，英仏両国では立憲制の定着が進んだ。

　欧米において，程度の差こそあれ，立憲制が定着すると，アジア

でもこれを模
も

倣
ほう

して立憲制の導入をはかる国があらわれた。
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 第一次世界大戦は，新しい兵器の導
どう

入
にゅう

な
どにより長期化し，総力戦となった。

 第一次世界大戦後，国際連盟が発
ほっ

足
そく

して
国際協調の時代をむかえた。

 日本でもデモクラシーの風
ふう

潮
ちょう

が広まり，
社会運動が活発になった。雑誌や映画，
ラジオ放送などが普

ふ
及
きゅう

した。
 世界経済の中心となっていたアメリカで
恐
きょう

慌
こう

が発生し，世界へ影響を与えた。
 ファシズムが台

たい
頭
とう

し，国際協調体制はゆ
らぎをみせ，第二次世界大戦がはじまっ
た。

 日本は長く続いた戦争のすえ，多くの人
命を失い，降

こう
伏
ふく

した。
 第二次世界大戦後の国際協調も長くは続
かず，アメリカとソ連をそれぞれ軸

じく
とす

る二つの陣
じん

営
えい

に分
ぶん

裂
れつ

し，冷戦がはじまった。

6 ナチスの党大会で行進するヒトラー・ユーゲント（1933年）

7 節約を訴
うった

える標語（1940年，東京府銀
ぎ ん

座
ざ

）　戦時中の
標語には，「ぜいたくは敵だ」「ガソリンの一滴

て き

は血の
一滴」「欲

ほ

しがりません勝つまでは」などがあった。

8  朝鮮戦争（1950～53年）　戦地に向かう
アメリカ軍と戦火からのがれる人々。

学んだことを
思い出してみよう。

中学校の
ふり返り
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2章　3節　国民国家と明治維新 イギリスにはいわゆる憲法は存在せず，「マグナ・カルタ（大憲章）」など
さまざまな歴史的法律や判

はん

例
れい

などが憲法とみなされているよ。

立憲制このページの
キーワード
このページの
キーワード

5ドイツの統一

6イタリアの統一

ベルリン

セダン

ロ　シ　ア

オーストリア

オランダ

スイス

フ
ラ
ン
ス

ベ
ル
ギ
ー

シュレジエン

バイエルン

ハノーヴァー

ウェスト
ファリア

ロレーヌ
ア
ル
ザ
ス

ザク
セン

シュレスヴィヒ

ホルシュタイン

バ ル ト 海北　海

1866年以前のプロイセン領
1866年以後のプロイセン領
1867年成立の北ドイツ連邦
の南界
1871年成立のドイツ帝国の
境界

200km0

フィレンツェ

ジェノヴァ

ローマ
カプア

ナポリ

トリノ

ニ
ー
ス

南ティロル

ヴェネツィアロンバル
　ディアピ

エ
モ
ン
テ

サ
ヴ
ォ
イ
ア

コ
ル
シ
カ
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア

オーストリア
スイス

フ
ラ
ン
ス

サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
王
国

両
シ
チ
リ
ア
王
国

教
皇
領

トスカナ
（
仏
）

ト
リ
エ
ス
テ

1859年の　
サルディニア領
1860年　
フランスに割譲
1859年
～60年併合
1866年に併合
1870年に併合
「未回収のイタリア」

300km0

これからは，「憲法」が必要だ
5

19世紀に広がった立憲制には，どのような類
るい

似
じ

点
と相

そう

違
い

点があったのだろうか。立
り っ

憲
け ん

制の広まり

1プロイセン憲法（1850年）

4「憲法発布式」　大日本帝国憲法は天
皇から黒田首相に手わたされた。

二つの憲法の条文を比べてみ
よう。類

るい

似
じ

点と相
そう

違
い

点はどこ
だろうか。

よみとり

第30条
１） すべてのプロイセン
人は，刑法に違反しな
い目的のために，結

けっ
社
しゃ

を結成する権利を有
する。

２） 法律は，特に公共の安
全の維

い
持
じ
のために，本

条および前条によっ
て保障される権利の
行使を規制する。

第46条　国王は軍の最高
指揮権をとる。
第62条　立法権は，国王と
二つの議院によって共
同して行使される。

3大日本帝国憲法（1889年）

第5条　天皇ハ帝国議会ノ協
きょう
賛
さん
ヲ以

もっ
テ立法権ヲ行フ

第11条　天皇ハ陸海軍ヲ統
とう
帥
すい＊1ス

第29条 　日本臣
しん
民
みん
ハ法律ノ範囲内ニ於

おい
テ言論著作印

いん
行
こう＊2集

会及
および
結社ノ自由ヲ有ス

2ドイツ帝国議会

＊1　 統率・指揮すること。　＊2　印刷して発行すること。
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立憲制の定着と
新しい立憲制国家

ヨーロッパでは，1848年以降，立憲制の

導入やナショナリズムによる国家形成の動

きを強め，支配者もこれを無視することはできなくなった。

　プロイセンでは，1848年革命が挫
ざ

折
せつ

するなかで，君主権が強い型

の憲法が制定された。その後，プロイセンは，軍事力と経済成長を

背
はい

景
けい

に，ドイツの統一に向けて主
しゅ

導
どう

権をにぎり，宰
さい

相
しょう

ビスマルクの

もとで第二帝
てい

政
せい

下のフランスとの戦争に勝利した。この戦勝のなか

で，1871年，ドイツ帝国が成立した。

　イタリアのナショナリズムも，立憲君主制を導入したサルディニ

ア王国が主導するようになり，1861年にはイタリア統一が実現した。

　一方，戦争に敗れたフランスでは，ドイツとの講和に反発したパ

リの民衆が蜂
ほう

起
き

してパリ・コミューンとよばれる政権を一時的に樹
じゅ

立
りつ

した。これは短期間で鎮
ちん

圧
あつ

されたものの，次第に共和制が定着し

た（第三共
きょう

和
わ

政
せい

）。この時期には，イギリスでは自由党と保守党によ

る二大政党制が発展し，両党が交代しながら政権を担当した。その

なかで選挙権も拡大され，英仏両国では立憲制の定着が進んだ。

　欧米において，程度の差こそあれ，立憲制が定着すると，アジア

でもこれを模
も

倣
ほう

して立憲制の導入をはかる国があらわれた。

1815～98

➡p.75

日
本
の
お
も
な
で
き
ご
と

世
界
の
お
も
な
で
き
ご
と

一
九
一
四

一
九
二
〇

一
九
三
〇

一
九
四
〇

一
九
五
〇

一
九
三
八  

国
家
総
動
員
法

一
九
三
七  

日
中
戦
争（
〜
四
五
）

　〃

　アジ
ア
太
平
洋
戦
争（
〜
四
五
）

一
九
四
一  

日
ソ
中
立
条
約

一
九
四
〇  

日
独
伊
三
国
同
盟

一
九
四
六  

日
本
国
憲
法
の
公
布（
四
七
施
行
）

　〃

　連合
国
軍
に
よ
る
占
領（
〜
五
二
）

　〃

　ポツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
│
降
伏

　〃

　沖縄
戦

　広島
・
長
崎
へ
原
子
爆
弾
投
下

一
九
四
五  

東
京
大
空
襲

　〃

　日米
安
全
保
障
条
約

一
九
五
一  

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

　〃

　第二
次
世
界
大
戦（
〜
四
五
）

一
九
三
九  

独
ソ
不
可
侵
条
約

一
九
三
七  

中
国
国
民
党
と
共
産
党
と
が
手
を
結
ぶ

一
九
三
三  

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル（
〜
三
六
）

　〃

　国際
連
合
発
足

一
九
四
五  

ヤ
ル
タ
会
談

　ドイ
ツ
降
伏

一
九
四
三  

イ
タ
リ
ア
降
伏

一
九
四
一  

大
西
洋
憲
章

一
九
五
〇  

朝
鮮
戦
争（
〜
五
三
）

　〃

　中華
人
民
共
和
国
成
立

一
九
四
九  

北
大
西
洋
条
約
機
構（
N
A
T
O
）成
立

一
九
四
七  

イ
ン
ド
が
独
立
す
る

　〃

　ワル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
設
立

一
九
五
五  

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

一
九
一
八  

米
騒
動

　シベ
リ
ア
出
兵（
〜
二
二
）

一
九
一
五  

中
国
に
二
十
一
か
条
要
求
を
出
す

一
九
一
四  

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

一
九
一
七  

ロ
シ
ア
革
命

一
九
一
四  

第
一
次
世
界
大
戦（
〜
一
八
）

一
九
二
五  

治
安
維
持
法
・
普
通
選
挙
法
公
布

一
九
二
三  

関
東
大
震
災

一
九
二
二  

全
国
水
平
社
結
成

一
九
三
三  
国
際
連
盟
脱
退
を
通
告

一
九
三
一  

満
洲
事
変（
〜
三
三
）

一
九
三
〇  

昭
和
恐
慌
が
お
こ
る

　
〃

　　
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

一
九
二
二  

イ
タ
リ
ア
に
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
成
立

一
九
二
一  
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議（
〜
二
二
）

一
九
二
〇  
国
際
連
盟
発
足

　〃

　ワイ
マ
ー
ル
憲
法

　〃

　ヴェ
ル
サ
イ
ユ
条
約

一
九
一
九  

三
・
一
独
立
運
動

　五・
四
運
動

一
九
三
〇  

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約

一
九
二
九  

世
界
恐
慌
が
お
こ
る

一
九
二
八  

第
一
次「
五
か
年
計
画
」（
ソ
連
）

一
九
二
七  

中
国
国
民
政
府
成
立

一
九
三
三  

ド
イ
ツ
に
ナ
チ
ス
政
権
成
立

1 4 5 6 8

2 3 7

 第一次世界大戦は，新しい兵器の導
どう

入
にゅう

な
どにより長期化し，総力戦となった。

 第一次世界大戦後，国際連盟が発
ほっ

足
そく

して
国際協調の時代をむかえた。

 日本でもデモクラシーの風
ふう

潮
ちょう

が広まり，
社会運動が活発になった。雑誌や映画，
ラジオ放送などが普

ふ
及
きゅう

した。
 世界経済の中心となっていたアメリカで
恐
きょう

慌
こう

が発生し，世界へ影響を与えた。
 ファシズムが台

たい
頭
とう

し，国際協調体制はゆ
らぎをみせ，第二次世界大戦がはじまっ
た。

 日本は長く続いた戦争のすえ，多くの人
命を失い，降

こう
伏
ふく

した。
 第二次世界大戦後の国際協調も長くは続
かず，アメリカとソ連をそれぞれ軸

じく
とす

る二つの陣
じん

営
えい

に分
ぶん

裂
れつ

し，冷戦がはじまった。

6 ナチスの党大会で行進するヒトラー・ユーゲント（1933年）

7 節約を訴
うった

える標語（1940年，東京府銀
ぎ ん

座
ざ

）　戦時中の
標語には，「ぜいたくは敵だ」「ガソリンの一滴

て き

は血の
一滴」「欲

ほ

しがりません勝つまでは」などがあった。

8  朝鮮戦争（1950～53年）　戦地に向かう
アメリカ軍と戦火からのがれる人々。

学んだことを
思い出してみよう。

中学校の
ふり返り

新歴総 04
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3章　1節　国際秩序の変化や大衆化への問い

国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
へ
の
問
い

1
節

　大衆化とはどのような事象をさすのだろうか。大衆
は英語ではmassなどとされる。マスコミの「マス」で
ある。それに対して，大衆化というとpopularization
という言葉をあてることが多いようだ。ここではまず，

大衆について論じた資料1オルテガ『大衆の反逆』
（1930年）と，1920年前後の人々のようす（写真23）を
見て，大衆とはどのようなものか考えてみよう。
　「大衆」は20世紀初

しょ

頭
とう

にしだいに社会の主人公になっ
ていき，21世紀の現在も「大衆」が政治や社会の主人公
になっているともいえる。あなた自身も「大衆」の一人
かもしれない。では，この「大衆」とされる人々は，ど
のような歴史的背景のなかで登場してきたのだろうか。
第 2章「近代化と私たち」で学んだ内容，特に近代的な
経済や社会のなかで個人がどのような境

きょう

遇
ぐう

におかれ
るようになったのか，近代国家における個人の状況な
どもふまえて考えてみよう。
　この「大衆」とされる人々は社会の主人公になった
とオルテガは述べているが，これはどのようなことを
意味するのだろうか。また，どのような環境のもとで，
彼ら／彼女らは「社会権力の座に登った」のだろうか。
第 2章で学んだ19世紀後半の状況と比較して考えてみ
よう。
　そして，その「大衆」は国内政治や外交にどのような
影響力をもつようになったと考えられるだろうか。資
料4はウイルソンの十四か条の平和原則前

ぜん

文
ぶん

の一部
と第 1条である。大衆化と関連すると思われる部分を
抜き出し，大衆化と対外政策，国際政治との間にどの
ような関係があったのか考えてみよう。

➡p.96

大衆化とは何か。大衆化と国際秩
ち つ

序
じ ょ

の変化とはいかにかかわるのか。

前 文　われわれの希望と目標は，和平の過程が開始される
ときには，それが完全に開かれたものとなり，それから
後，いかなる種類の秘密の合意も含

ふく
まず許可しないもの

になることである。（中略）この喜ばしい事実は，死
し
滅
めつ
し

過ぎ去った時代に拘
こう
泥
でい
することのない新しい考えを持つ，

あらゆる公
こう
人
じん
にとって今では明白であり，それは，世界

の正義と平和に合
がっ
致
ち
する目的を持つあらゆる国家が，今，

あるいはいかなるときにおいても，その目指す目標を明
言することを可能にしているのである。（中略）

第 １条　開かれた形で到達した開かれた平和の盟
めい
約
やく
。その

締
てい
結
けつ
後は，いかなる種類の秘密の国際的合意もあっては

ならず，外交は常に率
そっ
直
ちょく
に国民の目の届くところで進め

られるものとする。

2デモ行進する労働者たち（1919年，ドイツ）

(a)大衆とは，善
よ
い意味でも悪い意味でも，自分自身に特殊

な価値を認めようとはせず，自分は「すべての人」と同じ
であると感じ，そのことに苦痛を覚えるどころか，他の
人々と同一であると感ずることに喜びを見出しているす
べての人のことである。

(b)そのことの善し悪
あ
しは別として，今日のヨーロッパ社会

において最も重要な一つの事実がある。それは，大衆が
完全な社会権力の座に登ったという事実である。大衆と
いうものは，その本質上，自分自身の存在を指導するこ
ともできなければ，また指導すべきでもなく，ましてや
社会を支配統

とう
治
ち
するなど及

およ
びもつかないことである。

1オルテガ『大衆の反逆』（1930年）

3街
がい

頭
とう

に設置された野球のスコアボードを見る人々
（1925年，アメリカ） 4ウィルソンの十四か条の平和原則（1918年）
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5

10

W国会議事堂を取り巻く民衆（1913年） E第1回メーデー（1920年）

　第一次世界大戦では，戦争を続けるためにヨーロッパ
で総

そう

動
どう

員
いん

体制がとられ，その対象は植民地にもおよんだ。
そのため，植民地の人々は戦争に「貢

こう

献
けん

」したことの引き
かえに，権利を求めはじめた。そして，ウイルソンの十
四か条の影響もあり，植民地の自立や独立を求める動き
が広まった。また，反植民地主義の影響もあり，国際連
盟や宗

そう

主
しゅ

国内部でも，植民地や侵
しん

略
りゃく

に苦しむ国々のナシ
ョナリズムに同調する動きがみられるようになった。
　資料0は日本の植民地であった台

たい

湾
わん

での議会設置を求
める運動に関する文書である。当時の日本は，大正デモ
クラシー期とされ，男子普通選挙が実

じっ

施
し

されようとして

反植民地主義と植民地の権利

大衆の政治的・経済的・社会的地位の変化

0台
たい
湾
わん
議会設置請

せい
願
がん
理由書 (1923年)

　　抑
そもそ
も欧米文明諸国に著

いちじる
しく発達したる立憲政治は遂

つい
に今日世

界共通の真理，人類共存の要件と為
な
り，而

しこう
して其

そ
の理想とする所

は自覚せる民衆の輿
よ
論
ろん
を基礎とし，立法に於

おい
ては代議制度に依

よ
り，

行政に於ては地方自治制度に依り，司法に於ては陪
ばい
審
しん
制度に依り，

夫
それ
々
ぞれ
国民に参政権を付与せしめ，以

もっ
て完全なる国利民福を計るに

在
あ
り。固

もと
より参政権付与の程度は人民発達の状況に応じ，多少の

差こそあれ，決して独り母国民のみか之
これ
を専有し，植民地の住民

は之に参与せしむるへからさるの理
ことわり
無く，恰

あたか
も内地に於て近来熱

烈に普通選挙を要求するの不法運動に非
あら
さると同じく，台湾住民

の台湾特別立法に参与*するの権利を要求することも亦
また
正当なる

合理的行為なりと断言するを憚
はばか
らす。

　
＊具体的には，台湾で，台湾の議会をつくることをさす。普通選挙
に加わることを意味してはいない。

Q石
いし
橋
ばし
湛
たん
山
ざん
「一切を棄

す
つるの覚悟」(1921年）

　　もし政府と国民に，総
すべ
てを棄てて掛

かか
るの覚悟があるならば，会

議そのものは，必ず我に有利に導き得るに相
そう
違
い
ない。例えば満

まん
州
しゅう

を棄てる，山
さん
東
とう
を棄てる，その他支

し
那
な
が我が国から受けつつあり

と考うる一切の圧
あっ
迫
ぱく
を棄てる，その結果はどうなるか，また例え

ば朝鮮に，台湾に自由を許す，その結果はどうなるか。英国にせ
よ，米国にせよ，非常の苦

く
境
きょう
に陥

おちい
るだろう。何となれば，彼らは

日本にのみかくの如
ごと
き自由主義を採

と
られては，世界におけるその

道徳的位地を保つを得ぬに至
いた
るからである。その時には，支那を

始め，世界の小弱国は一
いっ
斉
せい
に我が国に向って信頼の頭を下ぐるで

あろう。インド，エジプト，ペルシャ，ハイチ，その他の列強属
領地は，一斉に，日本の台湾・朝鮮に自由を許した如く，我にも
また自由を許せと騒ぎ立つだろう。これ実に我が国の位地を九地
の底より九天の上に昇

のぼら
せ，英米その他をこの反対の位地に置くも

のではないか。

いた。台湾の人々は何を根
こん

拠
きょ

にどのようなことを求めて
いたのだろうか。また，なぜ彼らはこのような要求を行
ったのだろうか。
　資料Qは小日本主義で知られる石

いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

の文章である。
第一次世界大戦で，山

さん

東
とう

半島のドイツ利
り

権
けん

を獲
かく

得
とく

し，ま
た南

なん

洋
よう

諸島の委
い

任
にん

統
とう

治
ち

権を得るなど領土を拡
かく

張
ちょう

していた
日本であったが，石橋はこうした拡張傾向に対して疑い
をもっていた。資料Qの下線部に着目し，日本が何をす
れば，世界の小弱国が日本に信頼の頭を下げてくると主
張しているのか，読み取ってみよう。
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3章　1節　国際秩序の変化や大衆化への問い

国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
へ
の
問
い

1
節

　大衆化とはどのような事象をさすのだろうか。大衆
は英語ではmassなどとされる。マスコミの「マス」で
ある。それに対して，大衆化というとpopularization
という言葉をあてることが多いようだ。ここではまず，

大衆について論じた資料1オルテガ『大衆の反逆』
（1930年）と，1920年前後の人々のようす（写真23）を
見て，大衆とはどのようなものか考えてみよう。
　「大衆」は20世紀初

しょ

頭
とう

にしだいに社会の主人公になっ
ていき，21世紀の現在も「大衆」が政治や社会の主人公
になっているともいえる。あなた自身も「大衆」の一人
かもしれない。では，この「大衆」とされる人々は，ど
のような歴史的背景のなかで登場してきたのだろうか。
第 2章「近代化と私たち」で学んだ内容，特に近代的な
経済や社会のなかで個人がどのような境

きょう

遇
ぐう

におかれ
るようになったのか，近代国家における個人の状況な
どもふまえて考えてみよう。
　この「大衆」とされる人々は社会の主人公になった
とオルテガは述べているが，これはどのようなことを
意味するのだろうか。また，どのような環境のもとで，
彼ら／彼女らは「社会権力の座に登った」のだろうか。
第 2章で学んだ19世紀後半の状況と比較して考えてみ
よう。
　そして，その「大衆」は国内政治や外交にどのような
影響力をもつようになったと考えられるだろうか。資
料4はウィルソンの十四か条の平和原則前

ぜん

文
ぶん

の一部
と第 1条である。大衆化と関連すると思われる部分を
抜き出し，大衆化と対外政策，国際政治との間にどの
ような関係があったのか考えてみよう。

➡p.96

大衆化とは何か。大衆化と国際秩
ち つ

序
じ ょ

の変化とはいかにかかわるのか。

前 文　われわれの希望と目標は，和平の過程が開始される
ときには，それが完全に開かれたものとなり，それから
後，いかなる種類の秘密の合意も含

ふく
まず許可しないもの

になることである。（中略）この喜ばしい事実は，死
し
滅
めつ
し

過ぎ去った時代に拘
こう
泥
でい
することのない新しい考えを持つ，

あらゆる公
こう
人
じん
にとって今では明白であり，それは，世界

の正義と平和に合
がっ
致
ち
する目的を持つあらゆる国家が，今，

あるいはいかなるときにおいても，その目指す目標を明
言することを可能にしているのである。（中略）
第 １条　開かれた形で到達した開かれた平和の盟

めい
約
やく
。その

締
てい
結
けつ
後は，いかなる種類の秘密の国際的合意もあっては

ならず，外交は常に率
そっ
直
ちょく
に国民の目の届くところで進め

られるものとする。

2デモ行進する労働者たち（1919年，ドイツ）

(a)大衆とは，善
よ
い意味でも悪い意味でも，自分自身に特殊

な価値を認めようとはせず，自分は「すべての人」と同じ
であると感じ，そのことに苦痛を覚えるどころか，他の
人々と同一であると感ずることに喜びを見出しているす
べての人のことである。

(b)そのことの善し悪
あ
しは別として，今日のヨーロッパ社会

において最も重要な一つの事実がある。それは，大衆が
完全な社会権力の座に登ったという事実である。大衆と
いうものは，その本質上，自分自身の存在を指導するこ
ともできなければ，また指導すべきでもなく，ましてや
社会を支配統

とう
治
ち
するなど及

およ
びもつかないことである。

1オルテガ『大衆の反逆』（1930年）

3街
がい

頭
とう

に設置された野球のスコアボードを見る人々
（1925年，アメリカ） 4ウィルソンの十四か条の平和原則（1918年）
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W国会議事堂を取り巻く民衆（1913年） E第1回メーデー（1920年）

　第一次世界大戦では，戦争を続けるためにヨーロッパ
で総

そう

動
どう

員
いん

体制がとられ，その対象は植民地にもおよんだ。
そのため，植民地の人々は戦争に「貢

こう

献
けん

」したことの引き
かえに，権利を求めはじめた。そして，ウィルソンの十
四か条の影響もあり，植民地の自立や独立を求める動き
が広まった。また，反植民地主義の影響もあり，国際連
盟や宗

そう

主
しゅ

国内部でも，植民地や侵
しん

略
りゃく

に苦しむ国々のナシ
ョナリズムに同調する動きがみられるようになった。
　資料0は日本の植民地であった台

たい

湾
わん

での議会設置を求
める運動に関する文書である。当時の日本は，大正デモ
クラシー期とされ，男子普通選挙が実

じっ

施
し

されようとして

反植民地主義と植民地の権利

大衆の政治的・経済的・社会的地位の変化

0台
たい
湾
わん
議会設置請

せい
願
がん
理由書 (1923年)

　　抑
そもそ
も欧米文明諸国に著

いちじる
しく発達したる立憲政治は遂

つい
に今日世

界共通の真理，人類共存の要件と為
な
り，而

しこう
して其

そ
の理想とする所

は自覚せる民衆の輿
よ
論
ろん
を基礎とし，立法に於

おい
ては代議制度に依

よ
り，

行政に於ては地方自治制度に依り，司法に於ては陪
ばい
審
しん
制度に依り，

夫
それ
々
ぞれ
国民に参政権を付与せしめ，以

もっ
て完全なる国利民福を計るに

在
あ
り。固

もと
より参政権付与の程度は人民発達の状況に応じ，多少の

差こそあれ，決して独り母国民のみか之
これ
を専有し，植民地の住民

は之に参与せしむるへからさるの理
ことわり
無く，恰

あたか
も内地に於て近来熱

烈に普通選挙を要求するの不法運動に非
あら
さると同じく，台湾住民

の台湾特別立法に参与*するの権利を要求することも亦
また
正当なる

合理的行為なりと断言するを憚
はばか
らす。

　
＊具体的には，台湾で，台湾の議会をつくることをさす。普通選挙
に加わることを意味してはいない。

Q石
いし
橋
ばし
湛
たん
山
ざん
「一切を棄

す
つるの覚悟」(1921年）

　　もし政府と国民に，総
すべ
てを棄てて掛

かか
るの覚悟があるならば，会

議そのものは，必ず我に有利に導き得るに相
そう
違
い
ない。例えば満

まん
州
しゅう

を棄てる，山
さん
東
とう
を棄てる，その他支

し
那
な
が我が国から受けつつあり

と考うる一切の圧
あっ
迫
ぱく
を棄てる，その結果はどうなるか，また例え

ば朝鮮に，台湾に自由を許す，その結果はどうなるか。英国にせ
よ，米国にせよ，非常の苦

く
境
きょう
に陥

おちい
るだろう。何となれば，彼らは

日本にのみかくの如
ごと
き自由主義を採

と
られては，世界におけるその

道徳的位地を保つを得ぬに至
いた
るからである。その時には，支那を

始め，世界の小弱国は一
いっ
斉
せい
に我が国に向って信頼の頭を下ぐるで

あろう。インド，エジプト，ペルシャ，ハイチ，その他の列強属
領地は，一斉に，日本の台湾・朝鮮に自由を許した如く，我にも
また自由を許せと騒ぎ立つだろう。これ実に我が国の位地を九地
の底より九天の上に昇

のぼら
せ，英米その他をこの反対の位地に置くも

のではないか。

いた。台湾の人々は何を根
こん

拠
きょ

にどのようなことを求めて
いたのだろうか。また，なぜ彼らはこのような要求を行
ったのだろうか。
　資料Qは小日本主義で知られる石

いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

の文章である。
第一次世界大戦で，山

さん

東
とう

半島のドイツ利
り

権
けん

を獲
かく

得
とく

し，ま
た南

なん

洋
よう

諸島の委
い

任
にん

統
とう

治
ち

権を得るなど領土を拡
かく

張
ちょう

していた
日本であったが，石橋はこうした拡張傾向に対して疑い
をもっていた。資料Qの下線部に着目し，日本が何をす
れば，世界の小弱国が日本に信頼の頭を下げてくると主
張しているのか，読み取ってみよう。
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2章　2節　結び付く世界と日本の開国 1851年ロンドン開催の第1回万
ばん

博
ぱく

では，鉄とガラスを用いたクリスタ
ル・パレスに世界各地の物産が展示され，イギリスの繁

はん　えい

栄を象
しょう　ちょう

徴したよ。

イギリスが世界をゆさぶる
５

産業革命を経て世界各地の経済はどのように変化し
たのだろうか。世界市場の形成

モノカルチャー

限られた種類の商品作物や鉱
こう

物
ぶつ

資源の生産に依
い

存
そん

する経済。

44

「世界の工場」から
「世界の銀行」へ

産業革命を経て圧倒的な工業生産力をもっ

たイギリスは，「世界の工場」として世界各

地を原料供給地や商品輸出市
し

場
じょう

としていった。19世紀前半には自

由貿易主義政策をとるようになり，世界市場における自国工業製品

の販売拡大をめざして，諸地域に対して自由貿易を求めた。アジア，

アフリカやアメリカ大陸は，安
あん

価
か

で大量に流
りゅう

入
にゅう

するイギリス工業産

品の圧力におされて国内の工業が衰
すい

退
たい

したり，発展がさまたげられ

た。これらの地域では，イギリスの工業に原料を供給するために，

原料の生産・輸出に特化するモノカルチャー経済化が促進された。

　世界市場の形成は世界的な金
きん

融
ゆう

の発展をうながした。この面でも

工業力を背景に富
とみ

を集積するイギリスは優位に立ち，ロンドンの金

融街のいわゆるシティは，世界のさまざまな地域間，およびそれら

の地域とイギリスの間の貿易で使われる為
か わ せ

替手
て

形
がた

を決
けっ

済
さい

する機能を

担
にな

うなど，国際的な金融市場の中心地となった。また，シティにお

ける証
しょう

券
けん

市場での取り引きを通じて世界各地への投資が行われ，世

界市場の緊
きん

密
みつ

化と発展を支えた。こうしてイギリスは「世界の銀行」

としての国際金融市場における地位をきずいていった。1816年に

イギリスで導入された金本位制は，やがて19世紀のうちに各国で

採用されることになった。
➡p.114
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このページの
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　女王の長い在位期間は，
産業革命によってイギリス
が豊かになり，「パックス・
ブリタニカ（イギリスの平
和）」といわれる覇

は

権
けん

を確立
した時期にあたる。家族で公

おおやけ

の場にあらわれ，王
室を中

ちゅう

産
さん

階級の幸せな家庭のモデルとして示した。

3ヴィクトリア女王
［1837－1901］

2アメリカ南部の綿
めん

花
か

のプランテー
ション

1イギリスとインドの綿布の輸出

インドよりヨーロッパへ輸出された綿
めん

布
ぷ

量
とイギリスより東洋へ輸出された綿布量が

逆転するのは何年ごろだろうか。

よみとり

資料2にえがかれているのはどの
ような人々だろうか。

よみとり
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インドよりヨーロッパへ輸出された綿
めん

布
ぷ

量
とイギリスより東洋へ輸出された綿布量が

逆転するのは何年ごろだろうか。

よみとり

資料2にえがかれているのはどの
ような人々だろうか。

よみとり
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